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天
正
本
『
太
平
記
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事
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成
と
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は
じ
め
に 

 

現
在
、『
太
平
記
』
に
お
い
て
も
っ
と
も
支
持
を
受
け
て
い
る
諸
本
の
分
類
方
法
は
、
鈴

木
登
美
恵
氏
に
よ
る
巻
数
及
び
巻
の
分
け
方
に
よ
る
四
分
類
法
で
あ
る(

１)

。
こ
れ
に
よ
る

と
、
巻
二
十
二
を
有
し
て
い
な
い
甲
類
本
の
形
態
は
、
古
態
を
と
ど
め
る
も
の
と
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
欠
巻
の
部
分
に
甲
類
本
の
巻
二
十
三
以
降
の
記
事
を
充
て
る
形
態
の
諸
本

を
乙
・
丙
・
丁
類
本
系
統
と
す
る
。
欠
巻
は
諸
本
分
類
の
指
標
と
な
っ
て
お
り
、
諸
本
の

間
で
は
欠
巻
以
降
の
記
事
構
成
に
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
欠
巻
前
後
の

記
事
に
お
け
る
年
代
的
矛
盾
な
ど
が
、
問
題
点
と
し
て
様
々
に
言
及
さ
れ
て
き
た(
２)

。
本

稿
で
は
、
丙
類
本
系
統
の
天
正
本
を
取
り
上
げ
、
記
事
構
成
を
考
察
す
る
。
独
自
性
の
強

い
天
正
本
が
、
記
事
を
構
成
し
て
い
く
上
で
、
い
か
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
の
か
探

り
た
い
。 

 

一
、
天
正
本
巻
二
十
二
・
二
十
三
の
記
事
構
成 

 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
天
正
本
の
巻
二
十
二
は
、
甲
類
本
の
巻
二
十
三
を
そ
の
ま
ま
充
て

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
定
の
章
段
の
順
序
が
甲
類
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

〈
表
一
〉
を
も
と
に
天
正
本
の
巻
二
十
二
・
二
十
三
の
構
成
を
、
甲
類
本
の
巻
二
十
三
・

二
十
四
と
対
照
し
て
み
よ
う
。 

次
頁
の
表
で
は
古
態
本
は
西
源
院
本
で
代
表
さ
せ
、
天
正
本
の
巻
二
十
二
・
二
十
三
の

記
事
構
成
と
対
照
さ
せ
た
（
３
）
。
ま
た
、
本
文
の
中
で
示
さ
れ
る
日
付
と
、
史
実
上
確
認

で
き
る
日
付
を
記
し
た
（
４
）
。
こ
の
表
に
よ
っ
て
ま
ず
分
か
る
こ
と
は
、「
畑
六
郎
左
衛
門

時
能
事
」
か
ら
「
立
将
兵
法
事
」
ま
で
共
通
し
て
い
た
記
事
順
が
、
そ
れ
以
降
大
幅
に
異

な
っ
て
い
く
点
で
あ
る
。
畑
時
能
の
合
戦
は
「
去
程
ニ
」
と
、
日
付
を
明
記
し
な
い
も
の

の
、
脇
屋
義
助
の
吉
野
参
内
記
事
は
、
い
ず
れ
も
本
文
中
に
「
去
年
」
の
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
記
事
順
を
み
る
と
、
西
源
院
本
の
場
合
、
光
厳
院
の
願
文

の
奉
納
を
暦
応
五
年
と
し
な
が
ら
、
次
巻
に
あ
る
義
助
の
伊
予
下
向
を
暦
応
三
年
の
こ
と

と
し
、
以
降
は
そ
の
後
に
起
き
た
事
件
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
天
正

本
で
は
、
暦
応
三
年
の
記
事
が
先
に
あ
り
、
つ
づ
い
て
暦
応
五
年
の
記
事
が
配
置
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
時
間
的
な
構
成
に
注
目
し
て
み
る
と
、
大
森
北
義
氏
が
西
源
院
本
を
は
じ
め
と

す
る
古
態
本
の
構
成
を
、「
全
体
の
記
事
構
成
の
順
序
が
歴
史
的
時
間
と
著
し
く
齟
齬
し
て

お
り
」
、
「
事
件
展
開
も
そ
の
筋
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
様
相
を
し
め
し
て
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い
て
、
記
事
構
成
の
意
図
が
窺
い
に
く
い
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
天
正
本
の
記
事
構
成

は
年
代
的
な
齟
齬
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
（
５
）
。 

一
方
、
鈴
木
登
美
恵
氏
は
古
態
本
の
「
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
」
か
ら
「
立
将
兵
法
事
」

ま
で
を
、「
そ
の
う
ち
に
、
脇
屋
義
助
の
敗
戦
は
朝
廷
が
大
将
の
威
を
軽
ん
じ
た
結
果
で
あ

る
と
し
て
南
朝
を
批
判
」
す
る
記
事
群
と
し
、
以
降
の
記
事
群
は
「
そ
の
南
朝
批
判
に
対

応
す
る
形
で
北
朝
の
光
厳
院
が
足
利
直
義
の
病
気
平
癒
を
祈
願
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
君

臣
の
礼
を
逸
脱
し
た
と
し
て
皮
肉
な
批
評
を
加
へ
」
て
い
る
記
事
群
と
す
る
見
解
を
示
し

た
。
そ
の
上
で
、
天
正
本
の
よ
う
な
構
成
に
つ
い
て
、「
そ
の
世
情
批
判
は
、
甲
類
本
に
見

ら
れ
る
如
く
南
北
両
朝
を
対
応
さ
せ
た
も
の
で
は
な
く
甚
だ
不
徹
底
な
ま
ま
に
終
わ
っ
て

い
る
の
で
あ
る
」
と
考
察
し
て
い
る
（
６
）
。
天
正
本
の
先
駆
的
な
研
究
を
推
進
し
た
鈴
木

氏
は
、
か
つ
て
天
正
本
の
文
学
的
特
質
と
し
て
、「
編
年
体
的
な
改
訂
意
識
」
や
「
政
道
批

判
の
簡
略
化
」
な
ど
の
点
を
指
摘
し
た
が
（
７
）
、
そ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
天
正

巻
二
十
四 

 

 

義
助
朝
臣
与
州
下
向
事
付
道
間
高
野
参
詣
事 

正
成
為
天
狗
乞
剣
事 

 
 

 

河
江
合
戦
事
同
日
海
上
軍
事 

 
 

 

備
後
鞆
軍
事 

 
 

千
町
原
合
戦
事 

 

世
田
城
落
大
館
佐
馬
助
討
死
事 

 

篠
塚
落
事 

 
 

巻
二
十
三 

 

畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事 

 
 

戎
王
事 

 

鷹
巣
城
合
戦
事 

 
 

 

脇
屋
刑
部
卿
被
参
吉
野
事 

 

孫
武
事 

 

立
将
兵
法
事 

 

上
皇
御
願
文
事 

 
 

 

土
岐
参
向
御
幸
致
狼
藉
事 

 

高
土
佐
守
被
盗
傾
城
事 

 

 

西
源
院
本 

  

暦
応
三
年
四
月
三
日 

其
比
、
四
月
十
五
日
、
五
月
三
日 

 

 

同
四
日 

  

九
月
三
日 

  

去
年
之
九
月
杣
山
城
ノ
落
シ
後
ハ 

二
月
二
十
七
日
、
十
月
二
十
一
日
、
同
二
十
二
日

  

去
九
月
十
八
日 

  

暦
応
五
年
春
之
比
、
二
月
五
日 

 
此
年
ノ
八
月 

 

巻
二
十
三 

 

 

自
伊
与
国
霊
剣
註
進
事 

 

 

直
義
朝
臣
病
悩
事 

 
 

上
皇
八
幡
宮
御
願
書
事 

 

法
勝
寺
炎
上
事 

伏
見
院
御
追
憤
御
幸
事 

 

土
岐
頼
遠
御
幸
参
合
事 

頼
遠
死
罪
下
野
判
官
流
形
事 

北
野
詣
之
雲
客
与
武
士
車
馬
礼
事

巻
二
十
二 

 

畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事 

 

   

義
助
参
芳
野
事 

 
 

 

孫
氏
事 

 

立
将
兵
法
事 

 

佐
々
木
信
胤
成
敵
事 

 
 

義
助
西
国
下
向
事 

 
 

義
助
朝
臣
病
死
事 

大
館
左
馬
助
討
死
事 

 
 

篠
塚
伊
賀
守
振
舞
事 

天
正
本 

  

暦
応
五
年
春
ノ
比
、
五
月
三
日 

同
二
月
五
日 

暦
応
元
年
二
月 

同
三
月
二
十
日 

同
九
月
三
日 

  

去
程
ニ
、
二
月
二
十
七
日
、
十
月
二
十
一
日
・
同
二
十
二
日

   

去
九
月
十
八
日 

   

暦
応
三
年
四
月
一
日 

同
五
月
四
日 

九
月
三
日 

   

暦
応
五
年
正
月

二
十
七
日 

  

暦
応
三
年
十
月 

   

暦
応
三
年
か 

    

暦
応
五
年 

暦
応
五
年 

史
実 

〈
表
一
〉
西
源
院
本
巻
二
十
三
・
二
十
四
と
天
正
本
巻
二
十
二
・
二
十
三
の
記
事
構
成
対
照 
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本
は
時
間
的
矛
盾
を
解
消
し
た
代
わ
り
に
、
自
ら
『
太
平
記
』
本
来
の
批
判
性
を
捨
て
た

と
見
な
し
得
る
。
し
か
し
、
天
正
本
の
巻
二
十
二
か
ら
二
十
三
の
記
事
の
流
れ
と
と
も
に
、

そ
の
異
同
を
み
る
と
、
果
た
し
て
そ
れ
が
時
系
列
だ
け
に
基
づ
く
構
成
の
改
編
と
み
る
べ

き
な
の
か
、
疑
問
が
残
る
。 

例
え
ば
、
西
源
院
本
は
西
国
で
蜂
起
し
た
南
朝
軍
の
敗
北
の
理
由
を
、
巻
二
十
四
の
末

尾
で
「
サ
テ
モ
大
般
若
経
講
読
之
功
力
ニ
依
テ
、
敵
軍
ニ
威
ヲ
添
ム
ト
セ
シ
正
成
カ
亡
霊

シ
ツ
マ
リ
ケ
レ
ハ
、
大
将
脇
屋
刑
部
卿
義
助
、
副
将
軍
大
館
左
馬
助
ヲ
始
ト
シ
テ
、
土
居
、

得
能
以
下
ニ
至
ル
マ
テ
、
或
ハ
病
テ
死
、
討
レ
テ
亡
ヒ
…
…
」
と
述
べ
る
。
一
方
、
天
正

本
は
同
様
の
詞
章
を
、
巻
二
十
三
「
自
伊
与
国
霊
剣
註
進
事
」
を
締
め
く
く
る
位
置
に
置

く
。
だ
が
、
天
正
本
の
巻
二
十
二
「
義
助
朝
臣
病
死
事
」
は
暦
応
三
年
五
月
四
日
の
こ
と

と
し
て
い
る
た
め
、
暦
応
五
年
春
頃
の
出
来
事
と
す
る
巻
二
十
三
「
自
伊
与
国
霊
剣
註
進

事
」
で
、
南
朝
軍
の
敗
北
を
正
成
の
怨
霊
が
退
治
さ
れ
た
結
果
だ
と
述
べ
る
の
は
矛
盾
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
正
本
「
伊
予
国
霊
剣
註
進
事
」
で
は
、
正
成
の
怨
霊
が
「
五
月
三
日
」

に
退
治
さ
れ
た
と
述
べ
な
が
ら
、
次
章
段
「
直
義
朝
臣
病
悩
事
」
で
、
「
同
二
月
五
日
」

に
直
義
の
病
悩
が
発
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
な
ど
、
記
事
順
が
正
確
な
時
系
列
に
な
っ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
「
上
皇
八
幡
宮
御
願
書
事
」
で
は
、
病
気
に
な
っ
た
直
義
の
た
め
に
光
厳

院
が
願
書
を
書
い
た
日
付
を
暦
応
五
年
で
は
な
く
、
「
暦
応
元
年
二
月
」
と
記
す
な
ど
、

誤
り
が
み
ら
れ
る
。 

こ
う
し
た
疑
問
を
考
え
る
際
に
、
ま
ず
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
天
正
本
と
古
態
本
の

配
列
に
違
い
が
生
じ
る
部
分
で
あ
る
。
両
本
の
共
通
し
た
位
置
に
あ
る
「
立
将
兵
法
事
」

以
降
を
み
る
と
、
西
源
院
本
で
は
「
上
皇
御
願
文
事
」
「
土
岐
参
向
御
幸
致
狼
藉
事
」
「
高

土
佐
守
被
盗
傾
城
事
」
の
順
で
記
事
が
並
べ
ら
れ
る
が
、
天
正
本
で
は
、「
上
皇
御
願
文
事
」

ま
で
の
間
に
脇
屋
義
助
の
伊
予
下
向
・
病
死
か
ら
、
南
軍
の
敗
北
ま
で
の
記
事
群
を
挿
み
、

そ
れ
ら
を
暦
応
三
年
の
出
来
事
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
西
源
院
本
が
「
上
皇
御
願
文
事
」

で
描
く
直
義
病
悩
の
こ
と
は
、
暦
応
五
年
の
「
自
伊
与
国
霊
剣
註
進
事
」
と
同
時
期
の
出

来
事
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
暦
応
三
年
と
五
年
の
年
次
設
定
だ
け
を
み
る
と
、
天
正

本
の
順
序
は
確
か
に
暦
応
三
年
か
ら
五
年
ま
で
の
順
序
と
な
っ
て
お
り
、
編
年
的
な
配
列

が
保
た
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
天
正
本
に
お
い
て
暦
応
五
年
記
事
群
が
始
ま
る
巻
二
十
三

「
伊
予
国
霊
剣
註
進
事
」
で
あ
る
。
こ
の
章
段
に
は
、
建
武
三
年
の
湊
川
合
戦
で
戦
死
し

た
楠
正
成
が
、
自
分
の
腹
を
切
ら
せ
た
大
森
彦
七
の
前
に
、「
暦
応
五
年
春
ノ
比
」
怨
霊
と

し
て
現
れ
、
彦
七
が
所
持
し
て
い
る
霊
剣
を
求
め
る
と
い
う
内
容
が
描
か
れ
て
い
る
。
末

尾
に
お
い
て
は
本
文
の
異
同
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
霊
剣
の
扱
い
に
関
す
る
叙
述
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
源
院
本
の
場
合
は
、
直
義
が
彦
七
よ
り
進
上
さ
れ
た
霊
剣
を
信
頼

し
な
か
っ
た
と
す
る
反
面
、
天
正
本
で
は
、
直
義
は
霊
剣
を
大
事
に
保
管
し
た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
本
の
結
び
が
逆
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
（
８
）
。
天

正
本
は
『
太
平
記
』
第
三
部
世
界
の
特
徴
と
も
い
わ
れ
る
楠
正
成
の
怨
霊
譚
を
、
な
ぜ
暦

応
五
年
の
こ
と
と
し
て
こ
の
位
置
に
置
く
の
か
（
９
）
。
そ
し
て
、
天
正
本
の
怨
霊
譚
の
末

尾
の
内
容
が
古
態
本
に
対
し
て
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
巻
二
十
二
・
二
十
三
の
構
成
と
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
問
題
に
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

二
、
「
自
伊
与
国
霊
剣
註
進
事
」
に
つ
い
て 

 

前
節
の
表
を
参
考
に
、
西
源
院
本
巻
二
十
三
か
ら
巻
二
十
四
の
正
成
怨
霊
記
事
に
い
た

る
ま
で
の
記
事
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
欠
巻
前
の
巻
二
十
一
の
記
事
に
は
、「
義
助
責

落
黒
丸
城
事
」
で
「
畑
六
郎
左
衛
門
カ
謀
ヲ
以
テ
、
義
助
黒
丸
ヲ
落
シ
テ
、
義
貞
朝
臣
ノ

被
レ

討
シ
会
稽
之
恥
ヲ
ハ
洗
カ
レ
ケ
ル
」
と
あ
る
部
分
以
降
、
北
国
で
蜂
起
し
た
南
朝
方

の
具
体
的
な
動
き
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
塩
冶
判
官
の
北
方
に
横
恋
慕
し
た
高
師
直
の
専

横
ぶ
り
を
描
く
こ
と
で
巻
を
終
え
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
の
が
巻
二
十
三
の
冒
頭
、「
去
年

之
九
月
、
杣
山
城
ノ
落
シ
後
ハ
…
…
」
と
始
ま
る
畑
時
能
の
合
戦
記
事
で
あ
り
、
彼
は
壮
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烈
な
死
を
遂
げ
る
。
一
方
、
北
国
の
合
戦
よ
り
逃
げ
落
ち
た
義
助
は
吉
野
へ
参
上
す
る
。

義
助
へ
の
待
遇
に
対
す
る
諸
卿
の
議
論
が
述
べ
ら
れ
た
後
、「
暦
応
五
年
二
月
五
日
」
よ
り

足
利
直
義
は
病
に
伏
す
が
、
光
厳
院
の
祈
願
に
よ
っ
て
治
る
。
「
此
年
之
八
月
」
、
院
が
御

幸
の
際
に
土
岐
頼
遠
の
狼
藉
に
会
う
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
件
が
起
き
る
。
一
方
の
吉
野

で
は
、
幕
府
よ
り
寝
返
っ
た
佐
々
木
信
胤
よ
り
大
将
の
派
遣
を
求
め
る
急
使
が
き
た
こ
と

で
、
「
暦
応
三
年
四
月
三
日
」
、
義
助
が
大
将
に
任
じ
ら
れ
、
伊
予
へ
下
る
。 

以
上
の
概
略
を
み
る
と
、
西
源
院
本
の
年
代
記
述
は
時
間
順
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
内
容

的
な
面
で
は
、
南
朝
と
北
朝
関
係
の
記
事
が
交
差
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
次
に
続

く
正
成
の
怨
霊
が
登
場
す
る
記
事
を
み
て
み
た
い
。「
正
成
為
天
狗
乞
剣
事
」
の
あ
ら
す
じ

を
、
適
宜
段
落
分
け
し
て
以
下
に
示
す
。 

 

① 

其
比
、
伊
予
国
に
不
思
議
な
事
件
が
あ
っ
た
。
建
武
三
年
の
湊
川
合
戦
で
楠
正
成
に

腹
を
切
ら
せ
た
大
森
彦
七
盛
長
が
猿
楽
へ
向
か
う
途
中
、
美
女
に
化
け
た
鬼
に
襲
わ

れ
る
。 

② 

四
月
十
五
日
に
催
さ
れ
た
猿
楽
の
舞
台
に
正
成
の
怨
霊
の
声
が
聞
こ
え
、
足
利
の
天

下
を
覆
す
た
め
に
必
要
な
三
つ
の
剣
の
う
ち
、
一
つ
を
盛
長
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

正
成
は
後
醍
醐
の
勅
定
を
承
っ
て
き
た
の
で
、
霊
剣
を
渡
す
よ
う
要
求
す
る
が
、
盛

長
は
応
じ
な
い
。 

③ 

三
、
四
日
が
経
っ
て
、
正
成
の
怨
霊
が
現
れ
、
綸
旨
を
持
っ
て
勅
使
と
し
て
き
た
と

し
て
、
ま
た
剣
を
渡
す
こ
と
を
乞
う
。
盛
長
が
正
成
に
伴
う
人
々
の
様
子
を
詳
し
く

尋
ね
る
と
、
後
醍
醐
、
護
良
親
王
な
ど
七
人
の
人
が
い
る
と
答
え
、
そ
の
姿
を
現
す
。 

④ 

そ
の
後
か
ら
盛
長
は
物
狂
い
と
な
り
、
繰
り
返
し
化
物
に
襲
わ
れ
、
つ
い
に
剣
を
奪

わ
れ
た
と
思
っ
た
と
こ
ろ
、
翌
日
、
剣
は
戻
っ
て
く
る
。
そ
れ
以
降
も
毎
晩
化
物
が

現
れ
る
。 

⑤ 

盛
長
は
、
縁
者
で
あ
る
禅
僧
よ
り
大
般
若
経
の
読
誦
を
勧
め
ら
れ
、
昼
夜
に
六
回
ま

で
読
誦
す
る
。 

⑥ 

五
月
三
日
の
夕
方
、
天
か
ら
合
戦
を
す
る
音
が
聞
こ
え
る
が
、
静
ま
り
、
盛
長
も
物

狂
い
よ
り
醒
め
る
。 

⑦ 

義
助
の
病
死
。 

⑧ 

南
朝
側
の
敗
軍
。 

⑨ 

〈
巻
末
〉
大
般
若
経
の
効
力
で
南
朝
の
勢
は
絶
え
た
。
以
上
の
事
情
が
あ
っ
て
届
け

ら
れ
た
霊
剣
を
、
直
義
は
不
審
に
思
い
、
そ
の
ま
ま
剣
が
世
に
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。 

 

右
に
ま
と
め
た
の
は
、
西
源
院
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
①
の
本
文
が
「
其
比
、

伊
與
國
ニ
希
代
之
不
思
議
ア
リ
、
當
國
住
人
大
森
彦
七
盛
長
ト
云
者
有
」
と
始
ま
る
点
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。「
其
比
」
と
い
う
の
は
、
直
前
の
章
段
「
義
助
朝
臣
与
州
下
向
事
付
道

間
高
野
参
詣
事
」
を
受
け
て
お
り
、「
暦
応
三
年
四
月
三
日
」
に
吉
野
の
勅
命
を
承
っ
た
義

助
が
、
大
将
と
し
て
伊
予
国
へ
下
向
し
た
当
時
の
情
勢
が
そ
こ
に
は
描
か
れ
て
い
る
。
章

段
末
は
、 

大
将
ノ
下
向
ニ
彌
勢
ヲ
得
テ
、
龍
ノ
水
ヲ
ク
ヽ
リ
、
虎
ノ
山
ニ
靠
カ
如
シ
、
其
威
漸

ク
近
國
ニ
震
イ
ケ
レ
ハ
、
四
國
ハ
申
ニ
不
レ

及
、
備
後
、
安
藝
、
週
防
乃
致
九
國
之

方
マ
テ
モ
、
ス
ハ
大
事
出
来
ム
ト
イ
ハ
ヌ
物
コ
ソ
無
リ
ケ
レ
、
當
國
之
内
ニ
モ
、
将

軍
方
之
城
郭
之
纔
ニ
十
餘
ヶ
所
有
ケ
ル
モ
、
未
敵
モ
向
ハ
ル
先
ニ
、
皆
聞
落
ニ
ソ
シ

タ
リ
ケ
ル
、 

と
叙
述
し
て
お
り
、
つ
づ
く
「
正
成
為
天
狗
乞
剣
事
」
で
は
「
其
比
」
と
始
ま
る
怨
霊
譚

が
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
西
源
院
本
に
お
け
る
怨
霊
登
場
の
時
期
は
、
義
助
が
伊
予
国

へ
下
向
し
、
南
軍
が
そ
の
威
を
振
る
っ
て
い
た
時
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
西
源
院
本

②
の
部
分
を
引
く
。 

サ
レ
ハ
ト
テ
、
是
程
ナ
ラ
シ
タ
ル
猿
楽
ヲ
、
サ
テ
有
ヘ
キ
ニ
非
ス
ト
テ
、
四
月
十
五
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日
ノ
夜
ニ
及
テ
、
件
之
堂
之
前
ニ
舞
臺
ヲ
シ
キ
、
桟
敷
ヲ
打
双
ヘ
タ
レ
ハ
、
見
物
之

輩
群
ヲ
ナ
セ
リ
、 

右
に
傍
線
を
引
い
た
の
は
、
正
成
の
怨
霊
が
初
め
て
登
場
す
る
猿
楽
が
催
さ
れ
た
日
で

あ
る
。
西
源
院
本
で
は
義
助
が
勅
命
を
受
け
、
伊
予
国
へ
下
向
し
て
間
も
な
く
起
き
た
事

件
と
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。 

そ
の
一
方
で
、
天
正
本
で
は
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
正
成
の
怨
霊
が
登
場
し
、
記
事
が

展
開
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
欠
巻
後
の
巻
二
十
二
か
ら
眺
め
る
と
、
巻
頭
は
「
去
程
ニ
」
と

始
ま
り
、
年
紀
は
示
さ
な
い
が
、
そ
れ
以
前
の
北
国
に
お
け
る
南
軍
の
合
戦
記
事
を
持
た

な
い
点
は
他
本
と
同
様
で
あ
る
。
以
下
「
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
事
」「
義
助
参
芳
野
事
」「
孫

氏
事
」「
立
将
兵
法
事
」
で
は
、
前
述
し
た
西
源
院
本
と
同
様
の
趣
旨
の
記
事
が
書
か
れ
て

い
る
。
し
か
し
、「
暦
応
三
年
四
月
一
日
」
に
義
助
が
四
国
・
西
国
の
大
将
に
任
命
さ
れ
下

向
し
た
こ
と
を
伝
え
る
「
義
助
西
国
下
向
事
」
以
降
、
天
正
本
は
異
な
る
展
開
を
み
せ
て

い
る
。
前
節
の
記
事
構
成
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
天
正
本
で
は
義
助
の
下
向
の
記
事

後
に
「
義
助
病
死
事
」
が
く
る
。
当
該
章
段
の
冒
頭
に
は
、
先
に
引
い
た
西
源
院
本
の
「
義

助
朝
臣
与
州
下
向
事
付
道
間
高
野
参
詣
事
」
と
同
様
の
一
節
が
あ
り
、
そ
の
後
に
以
下
の

よ
う
な
詞
章
が
続
く
。 

サ
レ
ハ
当
国
ノ
内
ニ
モ
将
軍
方
ノ
城
ハ
ワ
ツ
カ
ニ
十
余
ヶ
所
有
ケ
ル
モ
、
未
タ
敵
モ

向
ヌ
先
ニ
、
皆
聞
落
シ
テ
ン
ケ
レ
ハ
、
今
ハ
四
国
悉
ク
一
統
シ
テ
、
何
事
カ
可
レ

有

ト
憑
敷
思
所
ニ
、
同
五
月
四
日
、
国
府
ニ
被
レ

座
タ
ル
脇
屋
刑
部
卿
義
助
俄
ニ
病
ヲ

受
テ
、
心
身
悩
乱
シ
玉
ケ
ル
カ
、
僅
ニ
ニ
七
日
ヲ
過
テ
、
終
ニ
無
レ

墓
ナ
リ
玉
ニ
ケ

リ
、 

右
の
よ
う
に
義
助
は
「
俄
ニ
病
ヲ
受
テ
、
心
身
悩
乱
シ
」
、
ま
も
な
く
死
を
迎
え
る
。
そ

し
て
、
「
大
館
左
馬
助
討
死
事
」
「
篠
塚
伊
賀
守
振
舞
事
」
で
は
、
大
将
の
死
を
機
に
南
朝

方
が
将
軍
方
か
ら
猛
烈
な
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
が
叙
述
さ
れ
、
そ
の
崩
壊
が
巻
二
十
二
の

結
末
で
描
か
れ
る
。
次
に
①
に
該
当
す
る
巻
二
十
三
の
「
自
伊
与
国
霊
剣
註
進
事
」
の
冒

頭
を
み
る
。 

暦
応
五
年
春
比
、
自
伊
与
国
飛
脚
到
来
シ
テ
、
不
思
議
ノ
註
進
有
、
其
故
ヲ
委
尋
レ

ハ
、
東
國
ノ
住
人
大
森
彦
七
盛
長
ト
云
物
有
リ
、 

傍
線
部
の
通
り
、
飛
脚
よ
り
「
不
思
議
」
が
伝
わ
っ
た
の
は
「
暦
応
五
年
春
比
」
で
あ

り
、
巻
二
十
二
「
大
館
左
馬
助
討
死
事
」
の
本
文
中
に
記
さ
れ
る
日
付
「
同
三
年
九
月
三

日
」
か
ら
み
る
と
、
そ
の
後
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
天
正
本
で

は
、
義
助
が
病
死
し
、
伊
予
の
南
朝
軍
が
滅
亡
し
て
か
ら
正
成
の
怨
霊
が
登
場
す
る
こ
と

に
な
る
。
天
正
本
の
こ
の
よ
う
な
構
想
は
記
事
の
細
部
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
ゆ
く

の
か
確
認
し
た
い
。 

 

三
、
霊
剣
の
扱
い 

 

前
述
し
た
通
り
、
西
源
院
本
は
義
助
の
下
向
と
怨
霊
譚
を
繋
げ
て
い
る
。「
正
成
為
天
狗

乞
剣
事
」
の
②
を
み
る
と
、
義
助
の
伊
予
下
向
の
日
で
あ
る
「
四
月
三
日
」
と
近
い
日
の

「
四
月
十
五
日
」
に
、
正
成
は
猿
楽
の
場
に
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
③
の
詞
章
に
は
、

正
成
の
怨
霊
が
現
れ
た
目
的
が
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。 

如
レ

案
ノ
夜
半
過
ル
程
ニ
、
サ
シ
モ
隈
ナ
カ
リ
ツ
ル
中
空
之
月
、
俄
ニ
掻
曇
リ
、
黒

雲
一
村
立
ヲ
ヽ
ヘ
リ
、
雲
之
中
ニ
声
有
テ
、
何
ニ
、
大
森
彦
七
殿
ハ
是
ニ
ヲ
ワ
ス
ル

歟
、
先
度
被
レ

仰
シ
剣
ノ
事
、
新
田
刑
部
卿
義
助
適
當
國
ニ
下
テ
ア
リ
、
彼
人
ニ
威

ヲ
加
テ
、
早
速
之
功
ヲ
致
サ
シ
メ
ン
為
也
、
剣
ヲ
忩
キ
進
セ
ラ
レ
候
ヘ
ト
テ
、
綸
旨

ヲ
ナ
サ
レ
テ
候
間
、
勅
使
ニ
テ
正
成
又
罷
向
テ
候
ソ
ト
ソ
申
ケ
ル
、 

西
源
院
本
で
は
右
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
伊
予
に
下
っ
た
義
助
の
軍
に
威
力
を
加
え
る
た

め
、
剣
が
必
要
だ
と
明
確
に
示
し
て
い
る
。 

一
方
、
天
正
本
は
前
節
②
の
一
節
を
示
す
と
、 

サ
レ
ハ
ト
テ
、
是
程
マ
テ
習
シ
タ
ル
猿
楽
ヲ
、
サ
テ
可
レ

有
ニ
非
ト
テ
、
又
吉
日
ヲ
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定
メ
、
件
堂
ノ
前
ニ
舞
臺
ヲ
シ
キ
、
桟
敷
ヲ
打
双
タ
レ
ハ
、
見
物
ノ
輩
群
ヲ
ナ
セ
リ
、 

と
あ
り
、
傍
線
部
の
ご
と
く
日
付
を
記
さ
な
い
。
ま
た
、
③
に
対
応
す
る
詞
章
は
、 

如
レ

案
、
夜
半
過
程
ニ
、
サ
シ
モ
隈
無
リ
ツ
ル
中
空
ノ
月
俄
ニ
カ
キ
陰
テ
、
黒
雲
一

村
立
覆
ヘ
リ
、
空
中
ニ
声
有
テ
、
何
ニ
、
大
森
殿
ハ
是
ニ
御
座
ス
ル
カ
、
先
度
被
レ

仰
シ
剣
ヲ
急
キ
進
セ
ラ
レ
候
ヘ
ト
テ
、
綸
旨
ヲ
被
レ

成
テ
候
間
、
勅
使
ニ
正
成
又
罷

向
テ
候
フ
ソ
ト
謂
ヒ
ケ
レ
ハ
、 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
西
源
院
本
の
傍
線
部
「
新
田
刑
部
卿
義
助
適
當
國
ニ
下
テ
ア

リ
、
彼
人
ニ
威
ヲ
加
テ
、
早
速
之
功
ヲ
致
サ
シ
メ
ン
為
也
」
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
傍
線

部
の
ご
と
く
、
た
だ
剣
の
供
出
を
促
す
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
正
本

で
は
霊
剣
を
要
求
す
る
こ
と
が
、
現
在
伊
予
国
に
下
向
し
た
義
助
へ
威
力
を
与
え
る
た
め

だ
と
い
う
怨
霊
の
意
図
は
見
ら
れ
な
い
。
記
事
構
成
か
ら
み
る
と
、
こ
の
記
事
が
語
ら
れ

る
の
は
、
義
助
死
後
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
整
合
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

そ
う
な
る
と
、
天
正
本
で
は
正
成
の
怨
霊
が
霊
剣
を
要
求
す
る
目
的
は
ど
う
語
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
②
に
該
当
す
る
天
正
本
の
記
事
を
引
く
。 

其
ハ
ヨ
シ
、
何
ニ
テ
モ
ア
レ
、
楠
殿
ハ
何
事
ノ
用
有
テ
、
今
此
ニ
現
シ
テ
、
盛
長
ヲ

ハ
呼
玉
ソ
ト
問
ハ
、
楠
申
シ
ケ
ル
ハ
、
正
成
存
日
ノ
間
、
様
々
ノ
謀
ヲ
廻
シ
テ
、
相

模
ノ
入
道
ノ
一
家
ヲ
傾
テ
、
先
帝
ノ
宸
襟
ヲ
休
進
セ
、
天
下
一
統
ニ
帰
シ
テ
、
聖
主

ノ
万
機
ヲ
仰
ク
処
ニ
、
尊
氏
卿
、
直
義
朝
臣
忽
ニ
虎
狼
ノ
心
ヲ
挿
ミ
、
遂
ニ
君
ヲ
傾

ケ
奉
ル
、
依
レ

之
、
忠
臣
、
義
士
、
尸
ヲ
戦
場
ニ
曝
ス
輩
、
悉
ク
修
羅
ノ
眷
属
ニ
成

テ
、
瞋
恚
ヲ
含
ム
心
止
ム
時
ナ
シ
、
正
成
彼
ト
共
ニ
天
下
ヲ
覆
ト
謀
ル
ニ
、
貪
、
嗔
、

痴
ノ
三
毒
ヲ
表
シ
テ
、
必
ス
三
剣
ヲ
用
ヘ
シ
、
我
等
大
勢
忿
怒
ノ
悪
眼
ヲ
開
テ
、
刹

大
千
界
ヲ
見
ル
ニ
、
願
フ
所
ノ
剣
適
我
朝
内
ニ
三
ア
リ
、
其
ノ
一
ハ
日
吉
大
宮
ニ
有

シ
ヲ
、
法
味
ニ
替
テ
申
玉
ヌ
、
今
一
ハ
高
氏
ノ
許
ニ
有
シ
ヲ
、
寵
童
ニ
入
リ
カ
ハ
テ

乞
取
ヌ
、
今
一
ハ
御
辺
ノ
只
今
腰
ニ
指
タ
ル
刀
也
、（
中
略
）
急
キ
進
セ
ヨ
ト
、
先
帝

ノ
勅
定
ニ
テ
、
正
成
罷
リ
向
テ
候
也
、
早
玉
ラ
ン
…
… 

右
は
、
正
成
の
怨
霊
が
彦
七
の
前
に
初
め
て
名
を
明
か
し
て
登
場
し
た
②
に
該
当
す
る

記
事
で
あ
る
。
突
然
現
れ
た
彼
の
意
図
を
尋
ね
る
彦
七
の
質
問
に
答
え
る
こ
の
詞
章
は
、

西
源
院
本
に
も
該
当
箇
所
に
同
様
の
詞
章
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
、

天
正
本
で
は
西
源
院
本
③
の
傍
線
部
を
欠
く
た
め
、
右
の
記
述
の
み
が
霊
剣
を
求
め
る
理

由
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
天
正
本
の
叙
述
を
読
ん
で
い
く
と
、
正
成

は
後
醍
醐
天
皇
や
義
助
の
死
を
は
じ
め
、
有
力
な
南
朝
の
軍
勢
が
滅
ん
で
し
ま
っ
た
状
況

下
で
、
こ
れ
を
一
転
す
る
た
め
は
、
霊
剣
の
力
に
頼
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
盛
長
は
結
局
霊
剣
を
渡
さ
ず
、
大
般
若
経
を
読
誦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
怨
霊
を
退
治
す
る
。 

つ
づ
い
て
、
両
本
が
述
べ
る
霊
剣
の
行
方
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
⑨
に
あ
た
る

西
源
院
本
の
巻
二
十
四
「
篠
塚
落
事
」
の
末
尾
を
引
く
。 

サ
テ
モ
大
般
若
経
講
読
之
功
力
ニ
依
テ
、
敵
軍
ニ
威
ヲ
添
ム
ト
セ
シ
正
成
カ
亡
霊
シ

ツ
マ
リ
ケ
レ
ハ
、
大
将
脇
屋
刑
部
卿
義
助
、
副
将
軍
大
館
左
馬
助
ヲ
始
ト
シ
テ
、
土

居
、
得
能
以
下
ニ
至
ル
マ
テ
、
或
ハ
病
テ
死
、
討
レ
テ
亡
ヒ
、
或
ハ
落
行
遁
世
シ
テ
、

四
國
、
中
國
、
期
セ
サ
ル
ニ
静
謐
シ
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
、
天
竺
班
促
太
子
者
任

王
経
之
功
徳
ニ
依
テ
千
王
ヲ
害
ス
ル
事
ヲ
ヤ
メ
、
今
之
楠
判
官
者
大
般
若
之
講
読
ニ

シ
ツ
マ
リ
テ
、
三
毒
ヲ
マ
ヌ
カ
ル
事
ヲ
得
タ
リ
キ
、
其
後
、
彼
盛
長
カ
刀
ヲ
ハ
、
天

下
之
霊
験
ナ
レ
ハ
ト
テ
、
左
兵
衛
督
直
義
朝
臣
之
方
ヘ
奉
リ
タ
リ
シ
ヲ
、
サ
シ
タ
ル

事
ア
ラ
ス
ト
テ
、
賞
翫
之
儀
モ
無
リ
シ
カ
ハ
、
沙
々
ニ
埋
レ
タ
ル
断
剣
之
如
ク
ニ
テ
、

凌
天
之
光
モ
無
リ
ケ
リ
、 

西
源
院
本
で
は
、
怨
霊
退
治
後
に
改
め
章
段
を
立
て
、
義
助
の
病
死
な
ど
南
軍
の
衰
退

を
述
べ
て
か
ら
、
こ
の
詞
章
で
巻
二
十
四
を
締
め
く
く
る
。
傍
線
部
に
は
、
直
義
の
も
と

へ
霊
剣
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
直
義
は
そ
の
効
力
を
信
頼
せ
ず
、
再

び
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
剣
が
世
に
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
記
す
。
そ
の
反
面
、
天
正

本
で
は
末
尾
に
お
け
る
霊
剣
の
扱
い
は
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
天
正
本
の
本
文
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を
引
く
。 

サ
テ
モ
大
般
若
経
真
読
ノ
功
力
ニ
依
テ
、
敵
軍
ニ
威
ヲ
添
ト
セ
シ
楠
正
成
カ
亡
霊
静

ニ
ケ
レ
ハ
、
今
脇
屋
刑
部
卿
義
助
、
大
館
左
馬
助
ヲ
始
ト
シ
テ
、
土
居
、
得
能
ニ
至

マ
テ
、
或
ハ
被
レ

誅
、
或
ハ
腹
切
テ
、
無
カ
如
ニ
成
ニ
ケ
ル
、
誠
哉
、
天
竺
ノ
班
促

王
ハ
任
王
経
ノ
功
徳
ニ
依
テ
千
王
ヲ
害
ス
ル
事
ヲ
休
、
吾
朝
ノ
楠
正
成
ハ
大
般
若
講

読
ノ
結
縁
ニ
依
テ
、
三
毒
ヲ
免
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ
、
善
悪
ノ
境
地
ハ
任
他
、
順
逆
ノ

結
縁
是
同
カ
ル
ヘ
シ
、
其
ノ
後
此
刀
ヲ
ハ
、
天
下
ノ
霊
験
ナ
レ
ハ
ト
テ
、
委
詳
ノ
註

進
ヲ
添
テ
上
覧
ニ
備
シ
カ
ハ
、
左
兵
衛
督
直
義
朝
臣
是
ヲ
ミ
玉
テ
、
事
實
ナ
ラ
ハ
、

末
世
ノ
奇
特
何
事
カ
可
レ

如
レ

此
ト
テ
、
作
上
直
シ
テ
、
小
竹
作
リ
ト
同
ク
賞
翫
セ
ラ

レ
ケ
ル
ト
カ
ヤ
、
沙
ニ
埋
モ
レ
テ
、
年
久
ク
断
剣
ノ
如
シ
此
刀
、
盛
長
カ
註
進
ニ
依

テ
、
凌
天
ノ
光
ヲ
輝
カ
ス
、
不
思
議
ナ
リ
シ
事
ト
モ
也
、 

天
正
本
の
こ
の
詞
章
は
「
自
伊
与
国
霊
剣
註
進
事
」
の
章
段
末
に
あ
る
。
傍
線
部
の
よ

う
に
、
西
源
院
本
の
結
末
と
異
な
り
、
直
義
は
霊
剣
を
大
切
に
保
管
し
た
と
い
う
対
照
的

な
結
末
を
述
べ
て
い
る
。「
正
成
彼
ト
共
ニ
天
下
ヲ
覆
ト
謀
ル
」
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
霊

剣
が
、
結
局
は
南
朝
へ
も
た
ら
さ
れ
ず
、
そ
の
威
力
が
直
義
の
も
と
へ
収
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
南
朝
の
衰
退
後
の
、
当
時
の
情
勢
に
対
す
る
見
方
を
示

唆
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

次
に
、
こ
の
怨
霊
譚
に
繋
が
る
両
本
の
記
事
に
注
目
し
て
み
た
い
。
西
源
院
本
「
正
成

為
天
狗
乞
剣
事
」
の
次
に
く
る
「
河
江
合
戦
事
同
日
海
上
軍
事
」
の
冒
頭
を
引
く
。 

自
二

同
四
日
一

宮
方
ノ
大
将
軍
ニ
テ
國
府
ニ
座
セ
ラ
レ
タ
ル
脇
屋
刑
部
卿
義
助
、
俄
ニ

病
ヲ
受
テ
心
身
悩
乱
シ
給
ケ
ル
カ
、
打
臥
事
纔
ニ
七
日
ヲ
過
テ
、
終
ニ
ハ
カ
ナ
ク
成

ニ
ケ
リ
、 

右
の
通
り
西
源
院
本
は
、
「
自
二

同
四
日
一

」
義
助
が
病
死
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
前
章
段
の
末
尾
で
「
五
月
三
日
」
に
怨
霊
が
退
治
さ
れ
た
と
い
う
記
事
に
繋
が
る
設
定

で
あ
る
。
義
助
に
威
を
加
え
よ
う
と
し
た
怨
霊
が
退
治
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
義
助
を
は
じ

め
と
す
る
南
軍
が
敗
れ
た
こ
と
で
物
語
は
完
結
し
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
天
正
本
で
は

怨
霊
の
退
治
は
ど
の
よ
う
な
記
事
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か
。
以
下
に
「
自
伊
与
国
霊
剣
註

進
事
」
の
後
に
く
る
「
直
義
朝
臣
病
悩
事
」
の
冒
頭
を
引
ひ
て
み
る
。 

去
程
ニ
、
諸
国
ノ
宮
方
力
衰
ヘ
テ
、
天
下
武
徳
ニ
皈
シ
、
中
夏
静
マ
ル
ニ
似
タ
レ
ト

モ
、
仏
神
三
宝
ヲ
モ
不
レ

敬
、
三
台
、
五
門
ノ
所
領
ヲ
モ
不
レ

渡
、
政
道
サ
ナ
カ
ラ
土

炭
ニ
堕
ヌ
レ
ハ
、
世
中
如
何
ト
申
合
ニ
、
吉
野
ノ
先
帝
崩
御
ノ
後
、
様
々
ノ
事
モ
申

シ
カ
、
車
輪
ノ
如
ナ
ル
光
物
、
都
ヲ
サ
シ
テ
夜
ナ
〳
〵
飛
渡
リ
、
種
々 

ノ
悪
相
ト
モ
ヲ
現
シ
ケ
ル
間
、
不
思
議
哉
ト
申
ニ
合
セ
テ
、
疾
役
家
々
ニ
満
テ
、
貴

賤
苦
シ
ム
事
甚
シ
、
是
ヲ
コ
ソ
珍
事
哉
ト
申
ニ
、
同
二
月
五
日
暮
程
ヨ
リ
、
直
義
朝

臣
俄
ニ
邪
気
被
レ

侵
、
心
身
悩
乱
シ
テ
…
…
京
中
ノ
貴
賤
驚
キ
ア
ヒ
テ
、
此
人
如
何

ニ
モ
成
玉
ナ
ハ
、
弥
天
下
政
道
ハ
徒
事
ナ
ル
ヘ
シ
ト
、
歎
カ
ヌ
物
モ
無
ケ
リ
、 

西
源
院
本
が
怨
霊
退
治
後
に
義
助
の
病
死
を
語
る
反
面
、
天
正
本
は
右
の
よ
う
に
直
義

の
病
悩
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
を
み
る
と
、
南
朝
の
力
が
衰
え
、
世
の
中
は
静
ま

っ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
崩
御
後
よ
り
様
々
な
異
変
が
続
き
、
傍
線
部
の

よ
う
に
、
暦
応
五
年
二
月
五
日
か
ら
直
義
が
俄
に
病
に
臥
し
た
と
い
う
文
脈
に
な
る
。
天

正
本
が
語
る
正
成
の
怨
霊
譚
は
「
暦
応
五
年
春
比
」
か
ら
始
ま
り
、「
五
月
三
日
」
に
退
治

さ
れ
た
と
し
て
い
る
た
め
、
直
義
の
病
悩
の
こ
と
は
怨
霊
退
治
の
前
の
出
来
事
に
な
る
。

し
か
し
、
天
正
本
は
こ
れ
を
怨
霊
譚
の
直
後
に
置
き
、
怨
霊
譚
を
受
け
、
直
義
の
病
悩
を

め
ぐ
る
逸
話
が
連
続
す
る
よ
う
に
再
構
成
し
た
の
で
あ
る
。 

次
に
、
直
義
の
病
悩
に
関
わ
る
逸
話
と
し
て
、
光
厳
院
が
願
書
を
書
く
場
面
の
異
同
を

確
認
す
る
。
西
源
院
本
を
引
く
。 

勅
使
帰
参
シ
テ
三
日
カ
中
ニ
、
直
義
朝
臣
、
病
兀
ニ
平
癒
シ
テ
ケ
リ
、
此
君
之
聖
徳

ヲ
誉
ム
ル
者
ハ
、
是
ヲ
聞
テ
穴
難
レ

有
ヤ
、
昔
、
周
ノ
武
王
病
ニ
臥
シ
テ
崩
御
ナ
ラ

ン
ト
セ
シ
時
、
周
公
旦
、
天
ニ
祈
テ
命
ニ
易
ラ
ン
ト
シ
給
シ
カ
バ
、
武
王
之
病
兀
ニ

癒
テ
、
天
下
無
為
之
化
ニ
奢
リ
シ
ニ
相
似
タ
リ
ト
、
称
美
セ
リ
、
亦
、
傍
ラ
ニ
吉
野
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方
ヲ
引
ク
人
ハ
、
イ
テ
ヤ
允
ツ
ラ
事
ナ
云
ヒ
ソ
、
神
不
レ

受
二

非
礼
一

、
期
レ

宿
二

正
直

之
頭
一

、
何
故
ニ
カ
、
諂
諛
偽
リ
ヲ
ウ
ケ
ン
、
只
時
節
好
シ
合
セ
ラ
レ
タ
ル
御
願
書

ソ
ト
、
欺
嘆
人
モ
多
カ
リ
ケ
リ
、 

西
源
院
本
で
は
、
光
厳
院
の
こ
の
行
動
に
つ
い
て
、
聖
徳
を
誉
め
る
人
が
い
た
一
方
、

南
朝
方
に
心
を
寄
せ
る
人
々
に
は
、
た
だ
幕
府
へ
諛
う
た
め
書
い
た
願
書
だ
と
非
難
し
、

直
義
が
直
ち
に
病
よ
り
回
復
で
き
た
の
は
時
期
が
よ
く
合
っ
た
た
め
だ
と
、
光
厳
院
の
行

動
を
嘆
く
人
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
す
る
天
正
本
の
詞
章
を
み
る
。 

是
ヲ
聞
者
、
有
難
哉
、
昔
周
ノ
武
王
病
ニ
臥
テ
崩
玉
ハ
ン
ト
セ
シ
時
、
周
公
旦
、
天

ニ
祈
テ
命
ニ
替
ラ
ン
ト
シ
玉
シ
カ
ハ
、
武
王
ノ
病
忽
ニ
癒
テ
、
天
下
無
為
ノ
化
ニ
誇

リ
シ
ニ
相
似
タ
リ
ト
、
聖
徳
ヲ
感
ヌ
物
コ
ソ
無
リ
ケ
ル
、 

天
正
本
は
右
の
傍
線
部
の
ご
と
く
、
人
々
が
光
厳
院
の
聖
徳
に
感
動
し
た
と
叙
述
す
る

だ
け
で
あ
る
。
天
正
本
が
光
厳
院
に
対
す
る
批
判
を
述
べ
な
い
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た

通
り
、
怨
霊
譚
に
お
い
て
直
義
が
霊
剣
を
丁
重
に
扱
い
、
そ
の
剣
の
威
力
が
彼
の
も
と
に

あ
る
と
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
直
義
が
病
か
ら
回
復
で
き
た
の
も
、
光
厳
院

の
祈
請
に
加
え
、
剣
の
威
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
た
ま
た
ま
時
期
が
合
っ
て
病

悩
よ
り
復
帰
し
た
と
は
述
べ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
そ
の
後
、
光
厳
院
一
行
に
危
害
を
加
え
た
土
岐
頼
遠
を
処
刑
す
る
場
面
に
お
い

て
も
、
両
本
に
お
け
る
叙
述
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
西
源
院
本
を
引
く
。 

夢
窓
者
、
天
下
之
大
知
識
ニ
テ
オ
ハ
ス
ル
上
、
殊
更
当
今
之
国
師
ト
シ
テ
、
武
家
之

崇
敬
類
ヒ
無
リ
シ
カ
ハ
、
サ
リ
共
、
彼
カ
命
計
ヲ
ハ
申
シ
宥
メ
ン
ス
ル
物
ヲ
ト
思
ハ

レ
ケ
レ
ハ
、
様
々
申
サ
レ
ケ
ル
ヲ
、
直
義
朝
臣
、
事
緩
ニ
行
テ
ハ
、
向
後
之
積
習
タ

ル
ヘ
シ
ト
テ
、
遂
ニ
頼
遠
ヲ
召
出
シ
テ
、
六
條
河
原
ニ
テ
首
ヲ
刎
ラ
ル
、
ソ
ノ
弟
ニ
、

周
済
房
ト
テ
有
ケ
ル
ヲ
、
既
ニ
切
ラ
ル
ヘ
シ
ト
評
定
ア
リ
ケ
ル
カ
、
其
時
之
人
數
ニ

テ
ハ
無
リ
ケ
ル
由
、
証
璩
分
明
也
ケ
レ
ハ
、
死
刑
之
罪
ヲ
免
レ
テ
本
国
ヘ
ソ
下
リ
ケ

ル
、
夢
窓
和
尚
之
、
武
家
ニ
出
テ
、
サ
リ
ト
モ
ト
口
入
シ
給
ヒ
シ
事
ノ
偕
ハ
サ
リ
シ

ヲ
、
嘆
ク
物
ヤ
シ
タ
リ
ケ
ム
、
狂
歌
ヲ
一
首
、
天
龍
寺
之
脇
壁
之
上
ニ
ソ
書
タ
リ
ケ

ル
、 

イ
シ
カ
リ
シ
ト
キ
ハ
夢
窓
ニ
食
ラ
ハ
レ
テ
ス
サ
イ
計
ソ
サ
ラ
ニ
胎
コ
レ
ル 

右
の
通
り
、
夢
窓
は
頼
遠
を
助
命
す
る
た
め
、
直
義
を
様
々
に
説
得
す
る
が
、「
事
緩
ニ

行
テ
ハ
、
向
後
之
積
習
タ
ル
ヘ
シ
ト
テ
」
と
い
う
こ
と
で
、
頼
遠
は
処
刑
さ
れ
る
。
西
源

院
本
で
は
、
頼
遠
の
処
刑
を
語
っ
た
最
後
に
、
武
家
へ
口
入
し
た
夢
窓
を
傍
線
部
の
よ
う

に
批
判
的
に
描
く
。
し
か
し
天
正
本
は
、
傍
線
部
の
狂
歌
を
記
さ
ず
、
こ
こ
で
直
義
の
処

断
に
つ
い
て
触
れ
る
。
天
正
本
の
同
箇
所
を
引
く
。 

夢
窓
国
師
ハ
此
比
天
下
ノ
大
善
知
識
ニ
テ
、
公
家
、
武
家
崇
敬
無
レ

類
シ
カ
ハ
、
サ

リ
ト
モ
憑
仰
セ
ラ
レ
シ
カ
ト
モ
、
左
兵
衛
督
、
是
程
ノ
大
逆
ヲ
緩
ク
指
置
ハ
、
向
後

ノ
積
習
タ
ル
ヘ
シ
、
而
レ
ト
モ
、
御
口
入
難
レ

黙
止
レ
ハ
、
無
レ

力
其
身
ハ
被
レ

誅
テ
、

子
孫
ノ
安
堵
ヲ
可
レ

全
ト
返
事
被
レ

申
テ
、
頼
遠
ヲ
ハ
侍
所
細
川
陸
奥
守
顕
氏
ニ
被
レ

渡
テ
、
二
條
大
宮
ニ
シ
テ
終
ニ
被
レ

刎
レ

首
ケ
リ
、
此
頼
遠
ハ
、
当
代
故
ニ
大
敵
ヲ
ナ

ビ
ケ
、
忠
節
ヲ
致
シ
カ
ハ
、
其
賞
翫
モ
人
ニ
勝
レ
、
其
恩
禄
モ
異
レ

他
也
、
サ
ル
ヲ

今
カ
カ
ル
行
跡
依
レ

重
ニ
、
吹
挙
ヲ
モ
不
レ

被
レ

用
、
忽
ニ
其
身
ヲ
失
ヒ
ヌ
ル
事
、
天

地
日
月
モ
未
変
異
ハ
無
ケ
リ
、
聞
ク
人
モ
皆
恐
怖
レ
、
直
義
朝
臣
ノ
政
道
ヲ
感
セ
ヌ

物
モ
無
ケ
リ
、 

右
に
よ
る
と
、
直
義
は
頼
遠
に
対
し
て
厳
罰
を
下
す
こ
と
を
決
意
す
る
。
だ
が
、
夢
窓

の
意
見
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
子
孫
に
は
所
領
の
安
堵
を
許
し
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
功
の
あ
る
頼
遠
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
夢
窓
の
口
入
が
あ
っ
て
も
、
そ

れ
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
処
断
し
た
直
義
の
政
道
に
人
々
は
畏
怖
し
、
感
動
し
た
と
伝
え
て
い

る
。
夢
窓
の
口
入
を
批
判
的
に
描
く
西
源
院
本
の
叙
述
方
法
と
は
異
な
り
、
天
正
本
の
叙

述
は
直
義
の
政
治
的
な
姿
勢
を
よ
り
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
、
天
正
本
は
霊
剣
の
威
を
身
に
添
え
る
直
義
を
、
為
政
者
と
し
て
正
し
い
政
治
を
行

う
人
物
と
し
て
造
形
し
て
い
る
。 
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以
上
の
事
例
か
ら
み
る
と
、
天
正
本
巻
二
十
二
・
二
十
三
の
記
事
構
成
は
、
必
ず
し
も

編
年
的
な
改
編
だ
け
を
意
識
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
天
正
本
の
記
事
群
は
、

暦
応
五
年
の
記
事
よ
り
三
年
の
記
事
を
先
に
並
べ
る
西
源
院
本
に
対
し
て
、
暦
応
三
年
か

ら
五
年
の
順
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
編
年
体
的
に
記
事
を
並
べ
て
い
く
な
か
で

も
、
霊
剣
に
ま
つ
わ
る
記
事
を
物
語
の
再
構
成
に
あ
た
り
意
識
的
に
活
用
す
る
姿
勢
が
殊

に
現
れ
て
い
る
。 

巻
二
十
三
の
時
期
設
定
を
み
る
と
、
天
正
本
に
お
い
て
、
正
成
の
怨
霊
が
霊
剣
を
求
め

る
時
期
は
、
伊
予
の
南
朝
軍
が
滅
亡
し
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
天
正
本
は
、
南
朝
側
に

と
っ
て
霊
剣
の
力
が
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
時
期
に
正
成
の
怨
霊
記
事
を
置
く
。
そ
し

て
、
霊
剣
は
南
朝
に
は
渡
さ
れ
ず
、
直
義
の
も
と
で
威
力
あ
る
も
の
と
扱
わ
れ
る
。
そ
の

結
果
、
霊
剣
は
彼
の
身
体
を
守
る
も
の
と
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
彼
の
政
務
能
力
も
他

本
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
霊
剣
の
扱
い
か
ら
み
る
と
、
天
正
本
で
は
、
編
年

的
に
記
事
を
構
成
し
て
い
き
な
が
ら
、
霊
剣
の
力
の
要
素
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た

こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。 

 

四
、
天
正
本
巻
二
十
五
の
記
事
構
成
と
宝
剣
の
出
現 

 

剣
に
ま
つ
わ
る
記
事
構
成
や
叙
述
態
度
を
天
正
本
の
他
の
巻
を
通
し
て
さ
ら
に
確
認
し

た
い
。
天
正
本
の
巻
二
十
五
に
は
、
巻
二
十
二
の
よ
う
な
怨
霊
は
登
場
し
な
い
が
、
宝
剣

が
伊
勢
よ
り
進
上
さ
れ
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
本
記
事
を
め
ぐ
る
天
正
本
の
叙
述
や
構
成

に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
え
る
。
前
節
同
様
、
こ
の
部
分
を
西
源
院
本
と
対
比
し
て
み

た
い
。
ま
ず
西
源
院
本
「
従
伊
勢
国
進
宝
剣
事
」
の
概
略
を
示
す
。 

伊
勢
国
で
下
野
阿
闍
梨
円
成
と
い
う
僧
が
宝
剣
を
拾
っ
た
。
そ
の
と
き
、
あ
る
童
が
物

狂
い
と
な
り
、
こ
れ
は
安
徳
天
皇
と
と
も
に
海
の
底
に
沈
ん
だ
本
当
の
宝
剣
で
あ
る
と
神

託
す
る
。
円
成
が
日
野
資
明
に
こ
の
宝
剣
を
献
上
す
る
と
、
資
明
は
ト
部
兼
員
に
神
器
に

つ
い
て
尋
ね
る
。
そ
の
後
、
直
義
が
霊
夢
を
み
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
本
物
で
あ
る
と
信

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
剣
は
光
厳
院
に
も
進
奏
さ
れ
、
円
成
は
褒
美
を
も
ら
う
。
し
か

し
、
坊
城
経
顕
が
邯
鄲
の
夢
の
故
事
を
通
し
て
夢
の
信
用
し
難
い
こ
と
を
述
べ
、
結
局
、

円
成
に
対
す
る
褒
賞
は
取
り
下
げ
ら
れ
る
。 

以
上
の
概
要
は
、
天
正
本
巻
二
十
五
に
概
ね
同
様
の
内
容
が
語
ら
れ
る
。
だ
が
、
前
節

同
様
、
宝
剣
が
届
け
ら
れ
る
ま
で
の
間
に
、
両
本
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
以
下
に
両
本
の

記
事
構
成
を
確
認
す
る
。 

〈
表
二
〉
に
示
し
た
記
事
構
成
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
西
源
院
本
で
貞
和
四
年
の

記
事
①
が
貞
和
三
年
の
記
事
②
の
前
に
位
置
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
天
正
本
は
①
を
⑨
の

次
に
置
き
、
貞
和
二
年
か
ら
四
年
ま
で
の
記
事
が
時
間
順
に
な
っ
て
い
る
。
西
源
院
本
が

①
に
持
明
院
殿
の
践
祚
を
置
く
こ
と
に
関
し
て
、
北
村
昌
幸
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
（

１０
）
。 

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
太
平
記
が
崇
光
天
皇
践
祚
を
機
軸
に
し
て
新
た
な
歴
史
展
開
を

繰
り
広
げ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
巻
頭
で
新
天
皇
を
紹
介
す
る
の

は
、
新
時
代
の
幕
開
け
を
印
象
付
け
る
最
良
の
方
法
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
観
応
の

擾
乱
の
前
奏
曲
と
も
い
う
べ
き
出
来
事
を
事
実
通
り
の
貞
和
三
年
で
は
な
く
、
同
四

年
と
い
う
エ
ポ
ッ
ク
に
凝
集
す
る
、
そ
う
い
う
操
作
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

す
な
わ
ち
、
北
村
氏
は
巻
頭
に
①
を
置
く
こ
と
を
新
た
な
時
代
を
印
象
付
け
る
示
し
方

と
み
て
い
る
。
一
方
、
天
正
本
の
構
成
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
こ

れ
は
、
編
年
体
的
な
記
事
構
成
を
重
視
す
る
天
正
本
の
一
特
徴
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
崇
光
天
皇
の
践
祚
と
伊
勢
よ
り
宝
剣
が
進
奏
さ
れ
る
と
い
う
記
事
の
結

び
つ
き
も
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
前
節
同
様
、
記
事
④
の
宝
剣

記
事
に
着
目
す
る
。
こ
の
出
来
事
の
起
こ
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
正
本
の
独
自

な
扱
い
が
み
え
る
（

１１
）
。 
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〈
表
二
〉
の
通
り
、
西
源
院
本
で
は
「
藤
井
寺
合
戦
事
」
と
「
住
吉
合
戦
事
」
と
い
っ

た
合
戦
記
事
の
間
に
、
伊
勢
か
ら
宝
剣
が
届
け
ら
れ
る
「
従
伊
勢
国
進
宝
剣
事
」
と
宝
剣

の
行
方
が
決
定
さ
れ
る
「
黄
梁
夢
事
」
が
挿
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
天
正
本
「
宝

剣
進
奏
両
卿
意
見
事
」
の
前
に
は
、「
芳
野
炎
滅
蔵
王
霊
験
事
」「
皇
太
子
興
仁
王
践
祚
事
」

が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
天
正
本
は
合
戦
の
最
中
に
登
場
し
て
い
た
宝
剣
の
記

事
を
、
合
戦
の
後
、
吉
野
炎
上
と
い
う
事
件
や
崇
光
天
皇
践
祚
を
受
け
て
配
置
し
た
の
で

あ
る
。
〈
表
二
〉
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
宝
剣
発
見
の
時
期
を
西
源
院
本
は
「
今
年(
貞
和

四
年
か)

」
、
天
正
本
は
「
同
年(

貞
和
四
年)

ノ
冬
ノ
比
」
と
し
て
い
る
が
、
両
本
が
伝
え

る
宝
剣
の
朝
廷
進
上
は
「
八
月
十
八
日
」
と
一
致
し
て
い
る
。
事
実
関
係
は
不
明
確
だ
が
、

両
本
と
も
「
今
年
」
、
「
同
年
」
の
こ
と
と
し
て
、
前
後
の
記
事
と
の
関
係
か
ら
こ
の
宝
剣

記
事
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

つ
づ
い
て
、
宝
剣
記
事
の
前
を
両
本
は
ど
の
よ
う
な
状
況
と
設
定
し
て
い
る
の
か
確
認

し
た
い
。
西
源
院
本
で
は
巻
二
十
六
の
冒
頭
で
持
明
院
殿
の
践
祚
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
に
そ
の
記
事
を
引
く
。 

 
 

貞
和
四
年
十
月
二
十
七
日
、
後
伏
見
院
ノ
御
孫
、
御
歳
十
六
ニ
テ
御
譲
ヲ
受
サ
セ
給

テ
、
同
日
、
内
裏
ニ
テ
御
元
服
ア
リ
、
剣
璽
ヲ
渡
シ
テ
後
、
同
二
十
八
日
、
萩
原
法

皇
ノ
第
一
之
御
子
、
春
宮
ニ
立
給
フ
、
御
年
十
三
ニ
ソ
成
セ
給
ヒ
ケ
ル
、（
中
略
）
院

之
御
所
ニ
、
一
之
不
思
議
ア
リ
、
三
歳
計
ナ
ル
少
物
ノ
頸
之
一
ツ
、
斑
ナ
ル
犬
噛
ヘ

テ
、
院
ノ
御
所
ノ
南
殿
ノ
大
床
ノ
上
ニ
ソ
置
タ
リ
ケ
ル
、
平
明
ニ
御
隔
子
ヲ
進
セ
ケ

ル
御
所
侍
、
箒
ヲ
持
テ
是
ヲ
打
ン
ト
ス
ル
ニ
、
此
犬
、
孫
廂
之
方
ヨ
リ
御
殿
之
棟
ニ

上
ニ
テ
、
西
ニ
向
ヒ
三
聲
吠
テ
、
何
ヘ
行
共
ミ
ヘ
ス
失
ニ
ケ
リ
、（
中
略
）
武
家
是
ヲ

巡
行
シ
テ
、
国
々
ヘ
大
嘗
会
米
ヲ
課
セ
テ
、
不
日
ニ
責
ハ
タ
ル
、
近
年
ハ
、
天
下
ノ

兵
乱
打
連
テ
、
国
弊
民
苦
メ
ル
處
ニ
、
君
之
御
位
常
ニ
替
テ
、
大
礼
無
リ
シ
カ
ハ
、

人
歎
ノ
ミ
有
テ
、
聊
モ
是
ヲ
仁
政
ナ
レ
ト
思
フ
事
モ
ナ
シ
、
サ
レ
ハ
、
事
サ
ハ
カ
シ

ノ
大
嘗
会
ヤ
、
今
年
ハ
ナ
ク
テ
モ
有
ナ
ン
ト
、
世
皆
唇
ヲ
翻
ス
、 

右
に
示
し
た
詞
章
の
傍
線
部
の
通
り
、
北
朝
の
新
帝
践
祚
の
後
に
、
西
源
院
本
は
不
吉

巻
二
十
六 

①
持
明
院
殿
御
即
位
事 

②
大
塔
宮
亡
霊
宿
胎
内
事 

③
藤
井
寺
合
戦
事 

④
従
伊
勢
国
進
宝
剣
事 

⑤
黄
梁
夢
事 

⑥
住
吉
合
戦
事 

⑦
四
条
合
戦
事 

 

⑧
秦
奉
公
事
付
和
田
楠
討
死
事 

⑨
吉
野
炎
上
事 

  

西
源
院
本 

 

貞
和
四
年
十
月
二
十
七
日 

六
月
八
日 

八
月
十
四
日 

今
年
、
八
月
十
八
日 

 

十
一
月
二
十
三
日 

十
二
十
四
日
か
ら
正
月
五
日 

正
月
八
日
、
同
十
四
日 

 
 

巻
二
十
五 

②
天
狗
直
義
室
家
化
生
事 

③
師
直
楠
正
行
東
条
合
戦
事 

 

⑥
山
名
時
氏
住
吉
合
戦
事 

 

⑧
秦
奉
公
敵
囲
出
事 

⑨
芳
野
炎
滅
蔵
王
霊
験
事 

 

①
皇
太
子
興
仁
王
践
祚
事 

④
宝
剣
進
奏
両
卿
意
見
事 

④
三
種
神
器
由
来
事 

⑤
黄
梁
午
炊
夢
事 

天
正
本 

 

貞
和
二
年
七
月
十
九
日 

八
月
十
四
日
か
ら
十
一
月
二
十
三
日 

同
二
十
六
日
か
ら
正
月
五
日 

  

正
月
八
日
、
貞
和
四
年
八
月
二
十
三
日
、
同
二
十
八
日 

同
年
十
月
二
十
七
日 

同
年
ノ
冬
ノ
比 

八
月
十
八
日 

 

貞
和
三
年
六
月
八
日 

貞
和
三
年
十
一
月
十
九
日 

貞
和
四
年
正
月
五
日 

  

貞
和
四
年
正
月
八
日 

 

貞
和
四
年
十
月
二
十
七
日 

史
実 

〈
表
二
〉
天
正
本
巻
二
十
五
と
西
源
院
本
巻
二
十
六
の
記
事
構
成
対
照 
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な
事
件
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
天
正
本
の
巻
頭
は
、
②
の
記
事
か
ら
始
ま
る
。

「
天
狗
直
義
室
家
化
生
事
」
で
は
、
天
狗
が
直
義
の
北
方
に
宿
る
と
い
う
話
を
伝
え
、
以

下
③
⑥
⑧
⑨
と
記
事
が
続
き
、
南
朝
の
楠
正
行
を
中
心
と
し
た
勢
力
が
蜂
起
し
、
衰
滅
し

た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
後
の
「
芳
野
炎
滅
蔵
王
霊
験
事
」
で
は
、
高
師
直
に
よ
る
吉
野

襲
撃
の
結
果
、
蔵
王
堂
ま
で
焼
失
し
た
惨
状
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な

異
文
が
あ
る
。 

懸
ル
霊
験
奇
特
ノ
社
壇
仏
閣
ヲ
一
時
ニ
焼
払
ヌ
ル
事
、
誰
カ
不
レ

含
レ

悲
ヲ
ヘ
キ
、
サ

レ
ハ
、
主
ナ
キ
宿
ノ
花
ハ
、
泣
レ

露
ニ
色
ヲ
添
、
荒
レ
タ
ル
庭
ノ
松
マ
テ
モ
、
風
ニ

吟
ス
ル
声
ヲ
呑
、
天
ノ
咎
何
ノ
処
ニ
カ
帰
セ
ン
、
此
悪
行
身
ニ
止
ラ
ハ
、
師
直
カ
行

末
如
何
ハ
ト
、
唇
ヲ
翻
ヌ
者
モ
無
ケ
リ
、
南
方
ノ
敵
ハ
思
ノ
侭
ニ
退
治
有
シ
カ
ハ
、

何
シ
カ
都
ハ
安
堵
ノ
思
ヲ
ナ
ス
、
依
レ

之
、
貞
和
四
年
戊
子
八
月
二
十
三
日
、
時
正

ノ
初
日
也
シ
カ
ハ
、
一
院
、
今
日
六
条
殿
長
講
堂
ヘ
御
幸
ナ
ル
、
是
ハ
、（
中
略
）
年

内
ノ
禅
位
尤
可
レ

然
由
ヲ
自
身
被
レ

申
為
ニ
被
レ

参
シ
ト
ソ
聞
ヘ
シ
、 

傍
線
部
が
天
正
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
南
方
ノ
敵
ハ
思
ノ
侭
ニ
退
治
有

シ
カ
ハ
」
と
、
南
朝
勢
力
が
弱
体
化
し
た
と
い
う
状
況
を
明
記
し
た
う
え
で
北
朝
の
崇
光

天
皇
の
践
祚
記
事
が
続
く
。
以
下
に
そ
の
践
祚
記
事
で
あ
る
「
皇
太
子
興
仁
王
践
事
」
の

冒
頭
を
引
く
。 

同
年
十
月
二
十
七
日
、
一
院
皇
子
興
仁
王
ノ
今
皇
太
子
ニ
テ
御
座
カ
、
新
院
ノ
御
禅

ヲ
受
サ
セ
玉
テ
、
天
子
南
面
ノ
位
ヲ
践
玉
シ
カ
バ
、
即
、
三
種
ノ
神
器
ヲ
被
レ

渡
ケ

リ
、
抑
、
此
霊
宝
ト
申
ハ
、
神
代
ヨ
リ
伝
レ
ル
重
器
ニ
非
ス
、
只
其
ノ
納
物
等
ヲ
是

ニ
被
レ

擬
テ
、
天
使
ノ
守
ニ
用
ラ
ル
、
此
内
宝
剣
ハ
、
安
徳
天
皇
四
海
ノ
波
ニ
没
シ

給
シ
時
、
沈
失
ケ
ル
後
、
昼
ノ
御
座
ノ
御
剣
ヲ
是
ニ
唯
用
ラ
ル
、
賢
所
宝
璽
ニ
於
テ

ハ
、
後
醍
醐
院
元
弘
逆
乱
ノ
始
ヨ
リ
、
玉
体
ニ
随
ヘ
テ
今
マ
テ
隠
シ
オ
キ
御
座
シ
カ

ハ
、
真
実
ノ
霊
物
ハ
徒
ニ
辺
都
ノ
宝
ト
ソ
成
ニ
ケ
ル
、
此
故
ニ
、
建
武
践
祚
ノ
後
ハ

元
暦
ノ
佳
躅
ニ
任
テ
、
譲
国
ノ
礼
ヲ
可
レ

被
レ

行
ト
ソ
聞
エ
シ
、
ヤ
カ
テ
同
日
花
園
ノ

院
皇
子
、
直
仁
ノ
親
王
立
坊
ア
リ
、
而
ト
モ
御
治
世
ハ
猶
一
院
ノ
御
計
ニ
テ
渡
セ
玉

シ
カ
ハ
、
万
機
ノ
政
併
ラ
、
旧
王
新
帝
ノ
法
襟
ヨ
リ
ハ
不
レ

出
ケ
リ
、 

右
の
傍
線
部
の
詞
章
は
、
三
種
の
神
器
に
つ
い
て
触
れ
た
部
分
で
あ
る
。
三
種
の
神
器

の
う
ち
宝
剣
に
つ
い
て
は
、
西
源
院
本
「
従
伊
勢
国
進
宝
剣
事
」
で
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
天
正
本
「
宝
剣
進
奏
両
卿
意
見
事
」
に
続
く
「
三
種
神
器
由
来
事
」
で
も
同
様
の

趣
旨
で
言
及
さ
れ
て
い
る
（

１２
）
。
た
だ
し
、
北
朝
の
新
帝
が
践
祚
す
る
こ
の
場
面
に
お
い

て
、
な
お
さ
ら
宝
剣
の
不
在
が
説
か
れ
て
い
る
点
は
注
目
で
き
よ
う
。
南
朝
の
勢
力
の
衰

退
や
吉
野
の
炎
滅
後
に
行
わ
れ
た
こ
の
践
祚
の
時
に
、
王
威
を
象
徴
す
る
宝
剣
が
不
在
で

あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
を
受
け
て
「
宝
剣
進
奏
両
卿
意
見
事
」
で
宝
剣
が

出
現
し
た
と
す
る
天
正
本
の
文
脈
に
よ
る
と
、
伊
勢
国
か
ら
の
宝
剣
は
北
朝
の
新
帝
に
と

っ
て
も
っ
と
も
必
要
な
時
期
に
現
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
無
論
西
源
院
本
に
お
い
て

も
、
宝
剣
が
登
場
す
る
の
は
、「
持
明
院
殿
御
即
位
事
」
の
後
と
い
う
設
定
で
は
あ
る
。
し

か
し
、
合
戦
譚
を
中
断
す
る
構
成
の
西
源
院
本
と
は
異
な
り
、
天
正
本
で
は
正
行
の
討
死

―
吉
野
炎
滅
―
崇
光
天
皇
の
践
祚
―
宝
剣
の
出
現
が
連
結
さ
れ
て
い
る
。
天
正
本
は
こ
う

し
た
流
れ
で
記
事
が
読
ま
れ
る
よ
う
記
事
構
成
に
腐
心
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

次
に
、
伊
勢
国
か
ら
進
上
さ
れ
た
宝
剣
の
行
方
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
両
本
に
は
宝

剣
を
進
上
し
た
円
成
が
褒
美
を
も
ら
い
、
多
大
な
富
貴
を
得
た
と
描
か
れ
て
い
る
。
し
か

し
円
成
の
富
貴
は
ま
も
な
く
結
末
を
迎
え
る
。
資
明
と
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
経
顕
が

邯
鄲
の
夢
の
逸
話
を
引
く
こ
と
で
、
宝
剣
の
真
実
で
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
円
成
に
褒
賞
を
行
っ
た
院
宣
は
、
最
終
的
に
取
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
天
正

本
は
そ
の
後
の
記
事
に
お
い
て
も
、
西
源
院
本
と
は
異
な
る
結
論
を
示
し
て
い
る
。
以
下
、

「
黄
梁
午
炊
夢
事
」
末
尾
の
独
自
記
事
を
引
く
。 

円
成
カ
一
時
ノ
富
貴
、
邯
鄲
ニ
夢
ヲ
見
盧
生
ニ
相
同
シ
、
サ
レ
ハ
、
此
円
成
モ
長
ク

厭
離
穢
土
ノ
心
ヲ
起
シ
、
鎮
ヘ
ニ
欣
求
浄
土
ヲ
進
メ
モ
不
レ

怠
、
諸
国
ヲ
抖
薮
シ
テ

一
生
ヲ
過
シ
ケ
リ
、
是
マ
テ
モ
天
照
大
神
ノ
応
化
ノ
利
物
新
タ
ナ
ル
故
也
ト
テ
、
弥
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神
徳
ヲ
仰
ヌ
者
モ
無
ケ
リ
、 

右
の
叙
述
を
み
る
と
、
こ
の
一
件
に
よ
り
円
成
の
仏
心
は
か
え
っ
て
深
く
な
り
、
こ
れ

も
神
の
徳
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
結
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
長
大

な
逸
話
が
語
ら
れ
る
の
は
、
北
朝
内
部
の
政
治
批
判
と
も
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
天
正

本
で
は
こ
の
結
論
を
「
神
徳
」
に
帰
結
し
て
い
る
。
天
正
本
は
宝
剣
の
効
力
だ
け
に
は
信

頼
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

五
、
天
正
本
に
お
け
る
剣 

 

 

本
節
で
は
三
種
の
神
器
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
宝
剣
や
剣
に
対
す
る
天
正
本
の
関
心
に

つ
い
て
触
れ
る
。
天
正
本
で
は
、
巻
二
十
二
・
二
十
五
の
他
に
も
剣
に
対
す
る
信
頼
を
窺

わ
せ
る
叙
述
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
先
行
研
究
で
も
三
種
の
神
器
へ
の
天
正
本
の
こ
だ

わ
り
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（

１３
）
。
た
と
え
ば
、
巻
三
「
六
波
羅
北
方
皇
居
事
」
に

は
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。 

宝
剣
ハ
片
時
モ
御
身
ヲ
不
レ

放
有
ツ
ト
謂
ト
モ
、
是
ハ
又
武
家
ノ
輩
ノ
若
シ
天
罰
ヲ

不
レ

顧
シ
テ
、
玉
体
ニ
近
キ
奉
ル
事
モ
ア
ラ
ハ
、
匹
夫
卑
夫
ノ
蓬
手
ニ
触
ン
ヨ
リ
、

御
自
其
ノ
刃
ノ
上
ニ
臥
給
ハ
ン
為
ナ
レ
ハ
、
玉
体
ヲ
放
ル
ヽ
事
ハ
努
々
有
マ
シ
キ
也

ト
仰
出
ケ
レ
ハ
、
東
使
両
人
モ
範
貞
モ
、
舌
ヲ
振
テ
恐
怖
シ
、
重
テ
申
事
ハ
ナ
カ
リ

ケ
リ
、
サ
ラ
ハ
六
波
羅
ヘ
成
リ
進
ス
ヘ
シ
ト
議
定
有
ケ
ル
ヲ
…
… 

笠
置
城
が
落
と
さ
れ
て
後
、
後
醍
醐
天
皇
は
幕
府
へ
神
器
を
渡
す
こ
と
を
拒
絶
す
る
。

そ
し
て
、
次
章
段
で
述
べ
ら
れ
る
光
厳
天
皇
の
践
祚
の
記
事
に
お
い
て
、
天
正
本
は
西
源

院
本
の
ほ
か
、
諸
本
が
持
つ
詞
章
「
同
九
日
、
三
種
ノ
神
器
ヲ
持
明
院
新
帝
ノ
方
ヘ
渡
サ

ル
、
堀
河
大
納
言
、
日
野
中
納
言
、
是
ヲ
請
取
テ
、
長
講
堂
ヘ
奉
レ

送
、
其
御
警
固
ニ
ハ
、

長
井
弾
正
蔵
人
、
水
谷
兵
衛
蔵
人
、
但
馬
民
部
大
夫
、
佐
々
木
判
官
ヲ
ソ
置
レ
ケ
ル
」
を

欠
い
て
い
る
。
天
正
本
で
は
こ
の
よ
う
に
三
種
の
神
器
が
北
朝
へ
渡
さ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
前
節
で
述
べ
た
巻
二
十
五
「
皇
太
子
興
仁
王
践
祚
事
」

に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

つ
づ
い
て
、
欠
巻
前
の
記
事
に
つ
い
て
も
み
て
み
た
い
。
吉
野
で
最
期
を
迎
え
た
後
醍

醐
天
皇
が
遺
言
を
残
す
場
面
に
お
い
て
、
諸
本
に
は
詞
章
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、

西
源
院
本
の
巻
二
十
一
「
先
帝
崩
御
事
」
の
一
節
を
引
く
。 

サ
テ
モ
最
後
之
一
念
ニ
依
テ
三
界
之
生
ヲ
引
ト
、
経
文
ニ
説
置
レ
テ
候
ヘ
ハ
、
萬
歳

之
後
ノ
御
事
、
萬
ツ
叡
慮
ニ
懸
リ
候
ハ
ン
事
ヲ
ハ
、
悉
ク
仰
置
レ
候
テ
後
、
ヒ
タ
ス

ラ
後
生
善
處
之
御
望
ヲ
ノ
ミ
、
叡
心
ニ
懸
ラ
レ
候
フ
ヘ
シ
ト
申
サ
レ
タ
リ
ケ
レ
ハ
、

主
上
、
苦
シ
ケ
ナ
ル
御
息
ヲ
ツ
カ
セ
給
ヒ
テ
、
妻
子
珍
宝
及
王
位
、
臨
命
終
時
不
随

者
、
是
者
如
来
之
金
言
ニ
シ
テ
、
平
生
朕
カ
心
ニ
感
セ
シ
事
ナ
レ
ハ
、
秦
穆
公
カ
三

老
ヲ
埋
ミ
、
妄
執
共
成
ヘ
キ
ハ
、
朝
敵
ヲ
亡
シ
テ
、
四
海
ヲ
シ
テ
太
平
ナ
ラ
シ
メ
ン

ト
思
フ
事
而
已
（
中
略
）
委
細
ニ
綸
言
ヲ
残
サ
レ
テ
、
左
之
御
手
ニ
ハ
、
法
華
経
ノ

五
之
巻
ヲ
持
セ
給
ヒ
、
右
ノ
御
手
ニ
ハ
、
御
剣
ヲ
按
シ
テ
、
八
月
二
十
六
日
之
丑
刻

ニ
、
遂
ニ
崩
御
成
ニ
ケ
リ
、 

幕
府
に
対
す
る
後
醍
醐
天
皇
の
深
い
恨
み
が
印
象
付
け
ら
れ
る
こ
の
場
面
で
、
も
う
一

つ
注
目
で
き
る
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
様
子
で
あ
る
。
天
正
本
で
は
そ
の
様
子
を
以
下
の

よ
う
に
伝
え
る
。 

荷
レ

恩
ヲ
戴
レ

徳
輩
、
是
ヲ
奈
何
ト
嘆
キ
悲
シ
メ
ト
モ
、
花
辞
レ

枝
ヲ
月
ハ
入
二

雲
ニ
、

今
ニ
始
ヌ
世
ノ
習
ヒ
ナ
レ
ハ
、
其
ノ
甲
斐
更
ニ
無
ケ
リ
、
乍
レ

去
、
サ
テ
可
レ

有
非
ト

テ
、
近
臣
泪
ヲ
押
テ
葬
礼
ヲ
取
リ
営
奉
ル
、
最
後
ノ
後
遺
勅
ナ
レ
ハ
ト
テ
、
御
終
焉

ノ
御
形
ヲ
不
レ

替
、
山
鳩
色
ノ
御
衣
ニ
御
冠
ヲ
メ
サ
セ
、
後
鳥
羽
院
ヨ
リ
御
伝
ヘ
有

ケ
ル
三
菊
ト
云
フ
霊
剣
ヲ
玉
体
ニ
添
ヘ
、 

右
に
引
い
た
の
は
天
正
本
や
毛
利
家
本
に
み
え
る
独
自
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
後

醍
醐
天
皇
は
後
鳥
羽
院
よ
り
伝
わ
っ
た
霊
剣
を
玉
体
に
添
え
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
西
源
院
本
で
は
「
御
剣
」
だ
っ
た
の
が
、
こ
こ
で
は
「
三
菊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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後
醍
醐
天
皇
が
後
鳥
羽
院
か
ら
の
霊
剣
を
受
け
継
い
だ
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
に
怨

霊
と
恐
れ
ら
れ
た
後
鳥
羽
院
の
ご
と
く
、
後
醍
醐
天
皇
の
強
い
恨
み
が
よ
り
強
調
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（

１４
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
天
正
本
に
お
け
る
剣
は
威
力
あ
る
も
の

と
し
て
書
か
れ
、
物
語
の
展
開
に
も
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

お
わ
り
に 

 

天
正
本
の
巻
二
十
二
は
、
甲
類
本
の
巻
二
十
三
以
降
の
記
事
が
独
自
の
順
序
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
西
源
院
本
の
欠
巻
後
の
巻
二
十
三
の
記
事
に
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
崩
御
後
に

南
朝
の
奮
戦
が
描
か
れ
る
一
方
、
北
朝
の
事
情
も
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
西
源
院
本
が
欠
巻

後
に
暦
応
五
年
の
記
事
を
先
に
、
暦
応
三
年
の
記
事
を
後
に
構
成
す
る
反
面
、
天
正
本
は

暦
応
三
年
か
ら
五
年
ま
で
の
出
来
事
を
概
ね
時
間
順
に
配
列
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
暦
応

五
年
春
ノ
比
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
正
成
の
怨
霊
の
記
事
が
注
目
で
き
る
。 

怨
霊
が
登
場
す
る
時
期
を
み
る
と
、
西
源
院
本
で
は
、
義
助
が
伊
予
に
下
向
し
た
時
点

で
あ
り
、
怨
霊
が
退
治
さ
れ
た
後
、
義
助
は
病
死
し
た
と
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

天
正
本
で
は
、
義
助
が
病
死
し
、
大
館
が
討
死
し
、
篠
塚
が
逃
れ
て
か
ら
正
成
の
怨
霊
は

登
場
す
る
。
そ
し
て
、
怨
霊
退
治
後
は
直
義
の
病
悩
が
描
か
れ
る
。
怨
霊
が
求
め
て
い
た

霊
剣
を
直
義
が
信
頼
し
な
か
っ
た
と
す
る
西
源
院
本
と
異
な
り
、
霊
剣
を
直
義
が
丁
重
に

扱
っ
た
と
す
る
天
正
本
で
は
、
霊
剣
の
威
が
信
頼
さ
れ
て
い
る
。
天
正
本
に
お
け
る
霊
剣

は
、
南
朝
に
と
っ
て
も
北
朝
に
と
っ
て
も
そ
の
力
が
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
る
時
期
に
登

場
し
、
そ
の
威
力
は
保
持
者
に
力
を
加
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
巻
二
十
三
に
お
け
る

直
義
が
、
速
や
か
に
病
悩
か
ら
回
復
し
た
と
描
か
れ
た
り
、
厳
正
な
為
政
者
と
し
て
描
か

れ
た
り
す
る
の
は
、
こ
の
霊
剣
の
威
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
天
正
本
巻
二
十
五
に
お
け
る
宝
剣
進
上
の
記
事
と
共
通
す
る
趣
向
と
い
え
よ

う
。
正
行
の
討
死
、
吉
野
炎
滅
、
崇
光
天
皇
の
践
祚
、
宝
剣
の
出
現
を
連
結
す
る
天
正
本

は
、
宝
剣
が
南
朝
衰
滅
の
後
、
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
た
、
北
朝
新
帝
の
践
祚
後
に
現
れ

る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。 

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
正
本
は
衰
退
や
回
復
の
力
、
正
統
性
を
示
す
た
め
の

力
と
し
て
、
剣
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
天
正
本
の
記
事
構
成
を

め
ぐ
っ
て
は
、
時
系
列
に
基
づ
く
配
列
と
い
う
視
点
で
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

天
正
本
の
記
事
構
成
の
傍
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
剣
の
威
力
が
事
件
の
展
開
に
影
響
す
る

と
の
認
識
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
剣
を
信
頼
す
る
天
正

本
の
姿
勢
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
天
正
本
は
詞
章
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
こ

う
し
た
意
識
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
正
本
の
記
事
構
成
法
の
一
特
徴
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

注 （
１
）
鈴
木
登
美
恵
氏
「
玄
玖
本
太
平
記
解
題
」（
前
田
育
徳
會
尊
經
閣
文
庫
編
『
玄
玖
本
太
平
記
』

五
、
勉
誠
社
、
一
九
七
五
年
）
。 

（
２
）
大
森
北
義
氏
『
『
太
平
記
』
の
構
想
と
方
法
』
第
三
章
第
二
節
「
先
帝
後
醍
醐
の
崩
御
と
〝

怨
霊
〟
の
跳
梁
―
第
三
部
世
界
の
「
発
端
部
」
に
つ
い
て
」
（
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）
。

 

（
３
）
西
源
院
本
は
黒
田
彰
氏
・
岡
田
美
穂
氏
編
『
西
源
院
本
太
平
記
』
（
ク
レ
ス
出
版
、
二
○
○

五
年
）
に
よ
り
、
天
正
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
紙
焼
写
真
に
よ
っ
た
。
引
用
の
際
は
、

私
に
読
点
を
付
し
た
。 

（
４
）
長
谷
川
端
氏
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５６
太
平
記
』
三
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
、
日

本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』
三
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）
の
頭
注
及
び
、
大
日
本
史

料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
。  

 
（
５
）
注
（
２
）
前
掲
書
。 

（
６
）
注
（
１
）
前
掲
書
所
収
「
略
解
題
」
。 

（
７
）
鈴
木
登
美
恵
氏
「
天
正
本
太
平
記
の
考
察
」
（
『
中
世
文
学
』
第
一
二
号
、
一
九
六
七
年
）
。 

（
８
）
北
村
昌
幸
氏
『
太
平
記
世
界
の
形
象
』
第
二
編
第
四
章
「
足
利
直
義
像
の
改
修
」（
塙
書
房
、

二
○
一
○
年
。
初
出
、
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
九
九
年
二
月
号
）
で
は
、
後
日
譚
の
位
置

や
直
義
に
対
す
る
叙
述
か
ら
み
て
、
天
正
本
や
流
布
本
系
統
の
よ
う
な
改
訂
に
は
、
「
大
森

彦
七
怪
異
譚
自
体
の
完
結
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
登
場
す
る
直
義
を
実
像
に
繋

が
る
《
太
平
を
願
う
敬
虔
な
為
政
者
》
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
で
」
、
前
後
記
事
に
お
け
る

直
義
像
と
「
融
和
を
果
た
し
て
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。 

（
９
）
長
谷
川
端
氏
『
太
平
記
の
研
究
』「
太
平
記
の
構
想
・
第
三
部
の
世
界
」（
汲
古
書
院
、
一
九
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八
二
年
）
。
今
井
正
之
助
氏
「
後
醍
醐
怨
霊
譚
の
機
構
―
『
太
平
記
』
巻
二
十
三
「
上
皇
祈

精
直
義
病
悩
之
事
」
を
中
心
に
―
」
（
『
国
語
国
文
学
報
』
第
五
〇
巻
、
一
九
九
二
年
）
。 

（
１０
）
注
（
８
）
前
掲
書
第
一
編
第
五
章
「
宝
剣
進
奏
譚
の
構
成
」（
初
出
、『
国
語
と
国
文
学
』
一

九
九
七
年
一
二
月
号
）
。 

（
１１
）
小
川
剛
生
氏
「
公
家
社
会
と
太
平
記
」
（
市
沢
哲
氏
編
『
太
平
記
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
、

二
○
○
八
年
）
で
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
宇
治
入
条
々
』
の
紙
背
文
書
に
、
貞
和
四
年
十

一
月
十
八
日
ト
部
兼
員
が
進
上
さ
れ
た
宝
剣
に
関
す
る
所
見
を
書
い
て
送
っ
た
書
状
が
紹

介
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
出
来
事
を
「
同
年
ノ
冬
ノ
比
」
と
す
る
天
正
本
の
記
述

は
事
実
に
近
い
も
の
に
な
る
。 

（
１２
）
伊
藤
正
義
氏
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
―
太
平
記
に
お
け
る
ト
部
兼
員
接
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
文

学
』
一
九
七
二
年
一
○
月
号
）
、
石
井
由
紀
夫
氏
「
太
平
記
「
従
伊
勢
国
進
宝
剣
事
」
を
め

ぐ
っ
て
」
（
『
伝
承
文
学
研
究
』
第
一
九
号
、
一
九
七
六
年
）
で
は
、
「
中
世
日
本
紀
」
と
し

て
の
享
受
の
有
り
方
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

（
１３
）
鈴
木
登
美
恵
氏
「
古
態
の
『
太
平
記
』
の
考
察
―
皇
位
継
承
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
国
文

学
』
一
九
九
一
年
二
月
号
）
。 

（
１４
）
鈴
木
登
美
恵
氏
「
後
醍
醐
天
皇
崩
御
と
太
平
記
の
政
道
批
判
」（
軍
記
文
学
研
究
叢
書
９
『
太

平
記
の
世
界
』
汲
古
書
院
、
二
○
○
〇
年
）
。 


